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豊かな水と緑に恵まれた世田谷区
は、埋蔵文化財（遺跡）の宝庫でも
あり、その数は東京23区内で最も多
い280箇所以上にも及んでいます。
世田谷区の遺跡の場所を記した地図
(※1)を見ると、多摩川沿いに遺跡が
多数あり、武蔵野台地の内部を流れ
る小河川沿いにも先土器時代や縄文
時代を中心とした遺跡が多数発掘さ
れています。

八幡山遺跡はその一つである烏山川
（北烏山4丁目にある高源院の池から 武

蔵野面を刻んで東南に流れている）の左
岸の台地に位置し、発掘調査では縄
文時代中期の集落や江戸時代の炭焼
窯等が調査されたそうです。

写真：八幡山遺跡モニュメント

出典:『八幡山遺跡Ⅴ』第84図（世田谷区教育委員会所蔵)

明大グラウンドそばの案内図（八幡山遺跡モニュメント）がひっそりと
八幡山遺跡の歴史を伝えています。上北沢区民センターの図書館には地
域に関する書籍類のコーナーがあります。そちらに、八幡山遺跡に関す
る報告書などもありますので、ご興味があればご活用ください♪

この調査では、遺構（住居跡・小竪
穴・土坑・ピット）や遺物（土器・石
器・エ製品）などが発掘されています。
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八幡山遺跡の範囲八幡山遺跡モニュメント
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